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  運用報告書（全体版） 

優先証券プラス・オープン 
為替プレミアムコース（毎月決算型）

 

 
 

第26期（決算日：2017年１月13日） 

第27期（決算日：2017年２月13日） 

第28期（決算日：2017年３月13日） 

第29期（決算日：2017年４月13日） 

第30期（決算日：2017年５月15日） 

第31期（決算日：2017年６月13日） 
 

 

 
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「優先証券プラス・オープン 為

替プレミアムコース（毎月決算型）」は、去る６月13

日に第31期の決算を行いましたので、法令に基づい

て第26期～第31期の運用状況をまとめてご報告申し

上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2019年９月13日まで（2014年10月３日設定）

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、高水準
のインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

優 先 証 券 
プ ラ ス ・ 
オ ー プ ン 
為替プレミアム 
コ ー ス 
（毎月決算型） 

プリファード・セキュリティー
ズ・ファンド カバード・コールク
ラス受益証券およびマネー・プー
ル マザーファンド受益証券 

プリファード・ 
セ キ ュ リ 
テ ィ ー ズ ・ 
フ ァ ン ド 
カ バ ー ド ・ 
コールクラス 

米ドル建の優先株、優先リート、
CoCos 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・米ドル建の優先株、優先リート、CoCosを実
質的な主要投資対象とします。 

・ボトムアップ・アプローチとトップダウン・
アプローチの融合により、ポートフォリオ
を構築します。 

・保有する米ドル建資産について、円に対す
る米ドルのコール・オプションを売却する
ことでカバード・コール戦略を構築し、米
ドル高・円安となる場合の為替差益を放棄
する代わりに、オプション・プレミアムの
獲得を目指します。 

主な組入制限 
投資信託証券（上記の受益証券をいいます。）
への投資割合には、制限を設けません。 

分配方針 

毎月13日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。基準価額水準、市況動向、残存
信託期間等を勘案して、分配金額を決定しま
す。（ただし、分配対象収益が少額の場合には
分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。
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優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

２期(2015年１月13日) 10,120 80 2.0 0.0 － 98.0 9,961

３期(2015年２月13日) 10,220 80 1.8 0.0 － 98.0 10,192

４期(2015年３月13日) 10,297 80 1.5 0.0 － 98.0 10,153

５期(2015年４月13日) 10,401 80 1.8 0.0 － 98.0 9,773

６期(2015年５月13日) 10,264 80 △0.5 0.0 － 98.0 8,443

７期(2015年６月15日) 10,096 80 △0.9 0.0 － 98.0 7,531

８期(2015年７月13日) 9,993 80 △0.2 0.0 － 98.0 7,165

９期(2015年８月13日) 10,018 80 1.1 0.0 － 98.0 6,803

10期(2015年９月14日) 9,663 80 △2.7 0.0 － 98.0 6,272

11期(2015年10月13日) 9,684 80 1.0 0.0 － 98.0 5,954

12期(2015年11月13日) 9,874 80 2.8 0.0 － 98.0 6,067

13期(2015年12月14日) 9,640 80 △1.6 0.0 － 98.0 5,376

14期(2016年１月13日) 9,469 80 △0.9 0.0 － 98.0 5,150

15期(2016年２月15日) 8,516 80 △9.2 0.0 － 97.9 4,427

16期(2016年３月14日) 9,047 80 7.2 0.0 － 98.0 4,599

17期(2016年４月13日) 8,718 80 △2.8 0.0 － 98.0 4,232

18期(2016年５月13日) 8,740 80 1.2 0.0 － 98.0 4,179

19期(2016年６月13日) 8,622 80 △0.4 0.0 － 98.0 3,975

20期(2016年７月13日) 8,433 80 △1.3 0.0 － 98.0 3,648

21期(2016年８月15日) 8,505 80 1.8 0.0 － 98.0 3,625

22期(2016年９月13日) 8,565 80 1.6 0.0 － 98.0 3,596

23期(2016年10月13日) 8,544 80 0.7 － － 98.0 3,452

24期(2016年11月14日) 8,519 80 0.6 － － 98.2 3,323

25期(2016年12月13日) 8,437 80 △0.0 － － 98.0 3,126

26期(2017年１月13日) 8,520 80 1.9 － － 97.9 2,921
27期(2017年２月13日) 8,505 80 0.8 － － 98.0 2,681

28期(2017年３月13日) 8,557 80 1.6 － － 98.0 2,432

29期(2017年４月13日) 8,386 80 △1.1 － － 98.0 2,069

30期(2017年５月15日) 8,650 80 4.1 － － 98.0 2,053

31期(2017年６月13日) 8,401 80 △2.0 － － 97.9 1,650
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。    
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優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

第26期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年12月13日 8,437 － － － 98.0

12月末 8,563 1.5 － － 98.0

(期  末)  

2017年１月13日 8,600 1.9 － － 97.9

第27期 

(期  首)  

2017年１月13日 8,520 － － － 97.9

１月末 8,592 0.8 － － 98.0

(期  末)  

2017年２月13日 8,585 0.8 － － 98.0

第28期 

(期  首)  

2017年２月13日 8,505 － － － 98.0

２月末 8,597 1.1 － － 98.0

(期  末)  

2017年３月13日 8,637 1.6 － － 98.0

第29期 

(期  首)  

2017年３月13日 8,557 － － － 98.0

３月末 8,514 △0.5 － － 98.0

(期  末)  

2017年４月13日 8,466 △1.1 － － 98.0

第30期 

(期  首)  

2017年４月13日 8,386 － － － 98.0

４月末 8,608 2.6 － － 98.0

(期  末)  

2017年５月15日 8,730 4.1 － － 98.0

第31期 

(期  首)  

2017年５月15日 8,650 － － － 98.0

５月末 8,601 △0.6 － － 98.0

(期  末)  

2017年６月13日 8,481 △2.0 － － 97.9
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）
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基準価額等の推移

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第26期～第31期：2016/12/14～2017/６/13）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ5.3％（分配金再投資ベース）の上昇
となりました。

第26期首： 8,437円
第31期末： 8,401円

（既払分配金 480円）
騰落率 ： 5.3％

（分配金再投資ベース）

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの

運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なり、ま

た、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留意くださ

い。

基準価額の主な変動要因

上昇要因

優先証券市況が上昇した他、優先株、優先リートからの分配金、ＣｏＣｏ
ｓからの利息収入の積み上げや円に対する米ドルのコール・オプション売
却によるオプション・プレミアムの獲得などが、基準価額の上昇要因とな
りました。

下落要因 米ドルが対円で下落したことなどが、基準価額の下落要因となりました。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

投資環境について （第26期～第31期：2016/12/14～2017/６/13）

◎優先証券市況
・当作成期を通して見ると、ＣｏＣｏｓ、優先株や優先リートともに上昇しました。
・トランプ米大統領の政策遂行能力に対する懸念が高まったことや、シリアや北朝鮮など
の地政学的リスクの高まりなどを背景に米国長期金利は低下しました。このような環境
下、米国長期金利が低下したことやフランスの大統領選挙が無難な結果となり欧州政治
への懸念が後退したことなどを受けて、株式市況が堅調に推移するなか投資家心理が改
善したことなどがプラスとなりました。

◎為替市況
・米国長期金利が低下し日本との金利差が縮小したことなどが円高圧力となり、当作成期
末にかけて米ドルは対円で下落しました。

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日本銀行による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。日本銀行のマイナス金利の適用を受けて、足下ではマイナス
0.055％程度で推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日本銀行による短期国債の買入れなどから、国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りは概ね
マイナス0.1％を下回る水準で推移しました。2016年12月末以降は、需給の緩和や日本銀
行の買入額減少などを受けて上昇傾向となり、足下はマイナス0.11％程度で推移しまし
た。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

＜優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）＞
・当作成期を通じて、円建の外国投資信託であるプリファード・セキュリティーズ・ファ
ンド　カバード・コールクラス受益証券を高位に組み入れ、当作成期末における組入比
率は97.9％としました。また、マネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行
いました。

＜プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス＞
・米ドル建の優先株、優先リート、ＣｏＣｏｓに投資を行い、保有する米ドル建資産につ
いて、円に対する米ドルのコール・オプションを売却することでカバード・コール戦略＊

を構築しました。

＊カバード・コール戦略

・保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプション（対円で米ドルを買う権利）を売却し、オ

プション・プレミアムを獲得する戦略をいいます。この戦略により、原則として米ドルが円に対し強く（円安に）な

る場合の為替差益を享受できなくなりますが、その対価としてオプション・プレミアムの獲得による収益の上乗せが

期待できます。

・売却するコール・オプションの権利行使価格は、取引時点の円に対する米ドルの為替レートと同水準とします。

・原則として、満期日まで１ヵ月程度のコール・オプションを売却します。満期を迎えるごとに新たなコール・オプ

ションを売却し、カバード・コール戦略を再構築します。

・ポートフォリオの構築にあたっては、投資対象銘柄ごとの発行条件や発行体の信用リス
クの分析等に基づくボトムアップ・アプローチと、マクロ分析による金利や信用リスク
の市場見通し等に基づくトップダウン・アプローチとを融合して銘柄選択を行いまし
た。

◎資産別配分
・資産別配分では、ＣｏＣｏｓの比率を優先株、優先リートと比較して高めとしました。

◎国・地域別配分
・国・地域別配分では米国、英国、スイスを高めとしました。

・当作成期は、米ドルが対円で下落したことなどがマイナスとなったものの、優先証券市
況が上昇した他、優先株、優先リートからの分配金、ＣｏＣｏｓからの利息収入の積み
上げや円に対する米ドルのコール・オプション売却によるオプション・プレミアムの獲
得などがプラスとなり、ポートフォリオのリターンはプラスとなりました。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

（ご参考）
資産別組入比率 （現地2017年５月末時点）

資産区分 比率

ＣｏＣｏｓ 45.7％

優先株 28.1％

優先リート 24.2％

キャッシュ等 2.0％

合計 100.0％

※比率は投資先ファンドの純資産総額対比です。

カバード・コール戦略の状況 （2017年５月８日時点）

オプション・プレミアム（年率）＊１ 9.66％

カバー率＊２ 97.70％

平均権利行使期間＊３ 約１ヵ月

（出所）ランタン・ストラクチャード・アセット・マネジ

メント・リミテッドの資料に基づき三菱ＵＦＪ国

際投信作成

＊１　保有する米ドル建資産に対するオプション・プレミアムの比率を年率換算したものです。

＊２　保有する米ドル建資産に対する売却したコール・オプションの想定元本ベースでの比率です。

＊３　権利行使期間は、原則として取引時点から概ね１ヵ月以内としています。（変更される可能性があります。）

なお、平均権利行使期間とは、複数コール・オプションを保有している場合は想定元本で加重平均したものを示し

ています。

（注）当記載は、プリファード・セキュリティーズ・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものです。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保
や常時適正な流動性の保持を目指した運用を行いました。その結果、利子等収益は積み
上がったものの、運用資金に対するマイナス金利適用などの影響を受けて、基準価額は
当作成期首と比べて下落となりました。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありませ
ん。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目

第26期 第27期 第28期 第29期 第30期 第31期

2016年12月14日～
2017年１月13日

2017年１月14日～
2017年２月13日

2017年２月14日～
2017年３月13日

2017年３月14日～
2017年４月13日

2017年４月14日～
2017年５月15日

2017年５月16日～
2017年６月13日

当期分配金 80 80 80 80 80 80

（対基準価額比率） 0.930％ 0.932％ 0.926％ 0.945％ 0.916％ 0.943％

当期の収益 80 80 80 80 80 80

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 1,526 1,602 1,653 1,686 1,736 1,746

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。
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優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

今後の運用方針

＜優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）＞
◎今後の運用方針
・引き続き、円建の外国投資信託であるプリファード・セキュリティーズ・ファンド　カ
バード・コールクラス受益証券を主要投資対象とします。また、マネー・プール　マ
ザーファンド受益証券へも投資を行います。

＜プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス＞
◎運用環境の見通し
・優先証券は相対的に高い利回りや信用リスクの改善、スプレッドのさらなる縮小の可能
性などから、引き続き投資家にとって魅力的であると考えています。米国で今後も利上
げが継続されると予想されることは、債券市場の変動要因になると考えますが、金利が
上昇する局面でも相対的に高い利回りを求める市場参加者の需要などから優先証券は底
堅く推移するとみています。また、トランプ政権が掲げる減税や金融規制緩和政策など
は金融機関の収益性を高めることにつながり、優先証券市況のサポート要因になると考
えます。

◎今後の運用方針
・米ドル建の優先株、優先リート、ＣｏＣｏｓに投資を行い、保有する米ドル建資産につ
いて、円に対する米ドルのコール・オプションを売却することでカバード・コール戦略
を構築します。

・ポートフォリオの構築にあたっては、投資対象銘柄ごとの発行条件や発行体の信用リス
クの分析等に基づくボトムアップ・アプローチと、マクロ分析による金利や信用リスク
の市場見通し等に基づくトップダウン・アプローチとを融合して銘柄選択を行います。
主として相対的に高い利回りが期待される優先株、優先リート、ＣｏＣｏｓに分散して
投資し、ポートフォリオのリスクをコントロールしながら、高水準のインカムゲインの
獲得を目指します。

（注）当記載は、プリファード・セキュリティーズ・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・エネルギー価格の上昇などを受けて物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、
日本銀行の物価目標である２％には届かないと考えています。したがって、今後も金融
緩和政策が継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると予想していま
す。

◎今後の運用方針
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持を目指した運用
を行います。
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優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○１万口当たりの費用明細 (2016年12月14日～2017年６月13日) 

項 目 
第26期～第31期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 53  0.612 (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （作成期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (19)  (0.217) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.379) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 0   0.005  (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 53   0.617   

作成期中の平均基準価額は、8,579円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年12月14日～2017年６月13日) 

 

 

銘 柄 
第26期～第31期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
プリファード・セキュリティーズ・ファンド
カバード・コールクラス 

33 238,009 226 1,613,000 
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

  

投資信託証券 
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優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○利害関係人との取引状況等 (2016年12月14日～2017年６月13日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年６月13日現在) 

 

銘 柄 
第25期末 第31期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％
プリファード・セキュリティーズ・ファンド 
カバード・コールクラス 

425 232 1,615,892 97.9

合 計 425 232 1,615,892 97.9
 

（注） 比率は優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第25期末 第31期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

マネー・プール マザーファンド 9 9 10
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2017年６月13日現在) 

項 目 
第31期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 1,615,892 86.9

マネー・プール マザーファンド 10 0.0

コール・ローン等、その他 244,217 13.1

投資信託財産総額 1,860,119 100.0
 
 
 

  

親投資信託残高 
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優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第26期末 第27期末 第28期末 第29期末 第30期末 第31期末 

2017年１月13日現在 2017年２月13日現在 2017年３月13日現在 2017年４月13日現在 2017年５月15日現在 2017年６月13日現在

  円 円 円 円 円 円

(A) 資産 2,995,719,583   2,736,521,301  2,534,530,860  2,106,480,224  2,083,896,131   1,860,119,633  

 コール・ローン等 90,675,501   83,534,339  88,449,838  66,569,632  64,327,730   70,217,068  

 投資信託受益証券(評価額) 2,861,034,080   2,627,976,960  2,384,071,020  2,027,900,590  2,012,558,400   1,615,892,564  

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 10,002   10,002  10,002  10,002  10,001   10,001  

 未収入金 44,000,000   25,000,000  62,000,000  12,000,000  7,000,000   174,000,000  

(B) 負債 74,708,229   54,620,243  101,812,551  36,908,177  30,481,127   209,773,273  

 未払収益分配金 27,427,004   25,227,025  22,742,806  19,742,836  18,992,105   15,715,611  

 未払解約金 44,077,385   26,437,985  76,622,775  14,876,793  9,248,450   192,161,835  

 未払信託報酬 3,175,682   2,929,249  2,425,430  2,268,401  2,220,843   1,879,081  

 未払利息 64   70  84  84  85   127  

 その他未払費用 28,094   25,914  21,456  20,063  19,644   16,619  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,921,011,354   2,681,901,058  2,432,718,309  2,069,572,047  2,053,415,004   1,650,346,360  

 元本 3,428,375,567   3,153,378,196  2,842,850,787  2,467,854,571  2,374,013,179   1,964,451,475  

 次期繰越損益金 △  507,364,213   △  471,477,138  △  410,132,478  △  398,282,524  △  320,598,175   △  314,105,115  

(D) 受益権総口数 3,428,375,567口 3,153,378,196口 2,842,850,787口 2,467,854,571口 2,374,013,179口 1,964,451,475口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,520円 8,505円 8,557円 8,386円 8,650円 8,401円
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優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第26期 第27期 第28期 第29期 第30期 第31期 

2016年12月14日～ 
2017年１月13日 

2017年１月14日～
2017年２月13日

2017年２月14日～
2017年３月13日

2017年３月14日～
2017年４月13日

2017年４月14日～ 
2017年５月15日 

2017年５月16日～
2017年６月13日

  円 円 円 円 円 円

(A) 配当等収益 50,977,853   52,230,906  39,669,146  30,091,996  31,692,049   19,702,244  

 受取配当金 50,980,624   52,233,388  39,670,714  30,094,385  31,694,555   19,704,144  

 受取利息 157   139  111  41  －   －  

 支払利息 △      2,928   △      2,621  △      1,679  △      2,430  △      2,506   △      1,900  

(B) 有価証券売買損益 8,133,992   △ 28,858,629  428,467  △ 50,310,082  52,080,054   △ 50,908,815  

 売買益 10,695,375   2,181,078  1,852,446  1,306,599  53,581,102   6,676,299  

 売買損 △  2,561,383   △ 31,039,707  △  1,423,979  △ 51,616,681  △  1,501,048   △ 57,585,114  

(C) 信託報酬等 △  3,203,776   △  2,955,163  △  2,446,886  △  2,288,464  △  2,240,487   △  1,895,700  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 55,908,069   20,417,114  37,650,727  △ 22,506,550  81,531,616   △ 33,102,271  

(E) 前期繰越損益金 △540,091,262   △470,046,695  △427,447,036  △357,766,104  △384,373,313   △266,082,053  

(F) 追加信託差損益金 4,245,984   3,379,468  2,406,637  1,732,966  1,235,627   794,820  

 (配当等相当額) (   60,741,579)  (   56,344,731) (   51,410,734) (   44,990,680) (   43,680,137)  (   36,404,984) 

 (売買損益相当額) (△ 56,495,595)  (△ 52,965,263) (△ 49,004,097) (△ 43,257,714) (△ 42,444,510)  (△ 35,610,164) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △479,937,209   △446,250,113  △387,389,672  △378,539,688  △301,606,070   △298,389,504  

(H) 収益分配金 △ 27,427,004   △ 25,227,025  △ 22,742,806  △ 19,742,836  △ 18,992,105   △ 15,715,611  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △507,364,213   △471,477,138  △410,132,478  △398,282,524  △320,598,175   △314,105,115  

 追加信託差損益金 4,245,984   3,379,468  2,406,637  1,732,966  1,235,627   794,820  

 (配当等相当額) (   60,741,579)  (   56,344,731) (   51,410,734) (   44,990,680) (   43,680,137)  (   36,404,984) 

 (売買損益相当額) (△ 56,495,595)  (△ 52,965,263) (△ 49,004,097) (△ 43,257,714) (△ 42,444,510)  (△ 35,610,164) 

 分配準備積立金 462,489,435   448,965,256  418,646,304  371,123,133  368,463,129   306,724,646  

 繰越損益金 △974,099,632   △923,821,862  △831,185,419  △771,138,623  △690,296,931   △621,624,581  
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 3,705,905,014円 

作成期中追加設定元本額 20,653,619円 

作成期中一部解約元本額 1,762,107,158円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.8401円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は314,105,115円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2016年12月14日～ 
2017年１月13日 

2017年１月14日～
2017年２月13日

2017年２月14日～
2017年３月13日

2017年３月14日～
2017年４月13日

2017年４月14日～ 
2017年５月15日 

2017年５月16日～
2017年６月13日

費用控除後の配当等収益額 48,214,917円 49,275,743円 37,248,442円 27,803,532円 30,844,473円 17,806,544円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円

収益調整金額 60,741,579円 56,344,731円 51,410,734円 44,990,680円 43,680,137円 36,404,984円

分配準備積立金額 441,701,522円 424,916,538円 404,140,668円 363,062,437円 356,610,761円 304,633,713円

当ファンドの分配対象収益額 550,658,018円 530,537,012円 492,799,844円 435,856,649円 431,135,371円 358,845,241円

１万口当たり収益分配対象額 1,606円 1,682円 1,733円 1,766円 1,816円 1,826円

１万口当たり分配金額 80円 80円 80円 80円 80円 80円

収益分配金金額 27,427,004円 25,227,025円 22,742,806円 19,742,836円 18,992,105円 15,715,611円
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優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第26期 第27期 第28期 第29期 第30期 第31期 

１万口当たり分配金（税込み） 80円 80円 80円 80円 80円 80円
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 

 

  



品 名：03_90003_148172_031_02_優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）_680380.docx 

日 時：2017/7/21 9:29:00 

ページ：14 

 

― 14 ― 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年６月13日現在) 

＜マネー・プール マザーファンド＞ 
 下記は、マネー・プール マザーファンド全体(278,247千口)の内容です。 

 

区 分 
第31期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 199,999 71.5
 

（注） 比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

国内その他有価証券 



〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、優先証券プラス・オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）が投資対象とする円建
の外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称 プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス

運 用 方 針

１．米ドル建の優先株＊、優先リート＊、CoCosを主要投資対象とします。
＊優先株および優先リートは、これらを原資産とする預託証券を含みます。

２．カバード・コールクラスでは以下の為替戦略をとります。

保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプションを売却しカバード・

コール戦略を構築します。
※保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプション（対円で米ドルを買う権利）を売却します。

※売却するコール・オプションの権利行使価格は、取引時点の円に対する米ドルの為替レートと同水準とします。

※原則として、満期日まで１ヵ月程度のコール・オプションを売却します。満期を迎えるごとに新たなコール・オプションを

売却し、カバード・コール戦略を再構築します。

※コール・オプションの売却はＵＢＳルクセンブルグ・フィナンシャル・グループ・アセット・マネジメントＳ.Ａ.を通じて

行います。

３．資金動向や市況動向等の事情によっては、前記のような運用ができない場合があります。

投 資 顧 問 会 社 コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・マネジメント・インク

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2014年10月３日

会 計 年 度 末 毎年12月末

収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。

「コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・マネジメント・インク」について

1986年の設立以来、高水準のインカムゲインが期待できる資産に注目した商品を提供しています。コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・

マネジメント・インクの持株会社は、独立系のコーヘン＆スティアーズ・インクであり、ニューヨーク証券取引所に上場しています。

プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス

90003_プリファード・セキュリティーズ・ファンド　カバード・コールクラス（毎月決算型）_658358.indd   1 2016/12/21   10:58:10
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プリファード・セキュリティーズ・ファンド

損益計算書、純資産変動計算書、有価証券明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、
編集および一部翻訳したものです。

１．損益計算書

2015年12月31日終了年度（2014年10月３日（設定日）～2015年12月31日） 米ドル 

収益

受取配当金

債券利息

その他の収益

費用

管理者報酬

創業費償却

デリバティブ管理代行手数料

投資顧問料

運用受託報酬

その他の費用

専門家報酬

サブカストディアン費用

受託者報酬

投資純損益

投資証券売却に係る実現純損益

為替予約取引に係る実現純損益

その他為替取引に係る実現純損益

先物取引に係る実現純損益

オプション取引に係る実現純損益

当期実現純損益

未実現評価損益の純変動：

‐投資

‐為替予約取引

‐その他資産負債に係る外国為替取引

‐先物取引

‐オプション取引

営業活動による純資産の減少

（注） （　）内の金額は、マイナスの金額です。

プリファード・セキュリティーズ・ファンド
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２．純資産変動計算書

2015年12月31日終了年度（2014年10月３日（設定日）～2015年12月31日） 米ドル 

期首の純資産

投資純損益

投資証券売却に係る実現純損益

為替予約取引に係る実現純損益

その他為替取引に係る実現純損益

オプション取引に係る実現純損益

未実現評価損益の純変動

‐投資

‐為替予約取引

‐その他為替取引

‐オプション取引

申込み

カバードコールクラス

ＪＰＹクラス

ＵＳＤクラス

償還

カバードコールクラス

ＪＰＹクラス

ＵＳＤクラス

配当

カバードコールクラス

ＪＰＹクラス

ＵＳＤクラス

期末の純資産

（注） （　）内の金額は、マイナスの金額です。

プリファード・セキュリティーズ・ファンド
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３．有価証券明細表

（2015年12月31日現在）
（米ドルで表示）

 銘柄 通貨 額面／数量 原価 時価 純資産比率
 

プリファード・セキュリティーズ・ファンド
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（2015年12月31日現在）
（米ドルで表示）

 銘柄 通貨 額面／数量 原価 時価 純資産比率
 

プリファード・セキュリティーズ・ファンド
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（2015年12月31日現在）
（米ドルで表示）

 銘柄 通貨 額面／数量 原価 時価 純資産比率
 

プリファード・セキュリティーズ・ファンド
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（2015年12月31日現在）
（米ドルで表示）

 銘柄 通貨 額面／数量 原価 時価 純資産比率
 

プリファード・セキュリティーズ・ファンド
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（2015年12月31日現在）

為替予約取引

 約定日 決済日 通貨 売却 通貨 取得 価格（米ドル） 
未実現

評価益（米ドル） 取引相手
 

 約定日 決済日 通貨 売却 通貨 取得 価格（米ドル） 
未実現

評価益（米ドル） 取引相手
 

オプション取引

 銘柄 オプション価格 通貨 想定元本 
未実現

評価益（米ドル） 約定（米ドル）
 

.

.

.

プリファード・セキュリティーズ・ファンド
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マネー・プール マザーファンド154024 

 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ 百万円

11期(2015年１月14日) 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期(2015年７月14日) 10,049 0.0 85.2 － 821

13期(2016年１月14日) 10,049 0.0 70.3 － 852

14期(2016年７月14日) 10,050 0.0 62.2 － 241

15期(2017年１月16日) 10,047 △0.0 － － 355
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2016年７月14日 10,050 － 62.2 －

７月末 10,049 △0.0 63.1 －

８月末 10,048 △0.0 66.0 －

９月末 10,047 △0.0 － －

10月末 10,047 △0.0 － －

11月末 10,047 △0.0 － －

12月末 10,047 △0.0 － －

(期  末)  

2017年１月16日 10,047 △0.0 － －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

マネー・プール マザーファンド 

《第15期》決算日2017年１月16日 

[計算期間：2016年７月15日～2017年１月16日] 

「マネー・プール マザーファンド」は、１月16日に第15期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第15期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 
 

― 23 ―
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マネー・プール マザーファンド

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べて0.03％の下落となりま

した。 

 

 
 

●投資環境について 

◎国内短期金融市場 
＜無担保コール翌日物金利の推移＞ 

・ 日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担

保コール翌日物金利は０％を下回る水準で推移

しました。日銀のマイナス金利の適用を受けて、

足下ではマイナス0.05％程度で推移しました。 

 

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞ 

・ 日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給

の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ月

物）の利回りはマイナス0.2％を下回る水準で推

移しました。2016年12月末にはマイナス0.45％

まで低下しました。その後、短期国債の入札不

調などから上昇傾向となり、足下はマイナス

0.27％程度で推移しました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・わが国の国債やコール・ローンおよびＣＰ現先

取引などへの投資を通じて、安定した収益の確

保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を

行いましたが、運用資金に対するマイナス金利

適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比

べて下落しました。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・ 原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上

昇していくと予想していますが、日銀の物価目

標である２％には届かないと考えています。し

たがって、今後も金融緩和政策が継続すると想

定されることから、短期金利は低位で推移する

と予想しています。 

 

◎今後の運用方針 
・ わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先

取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引など

への投資を通じて、安定した収益の確保や常時

適正な流動性の保持をめざした運用を行います。 
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マネー・プール マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
国債証券 － － 
 (150,000)

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注） ( )内は償還等による増減分です。 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
コマーシャル・ペーパー 16,099,992 15,799,993 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年１月16日現在) 

 

区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 299,999 84.4
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

公社債 

その他有価証券 

国内その他有価証券 
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マネー・プール マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2017年１月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

その他有価証券 299,999 84.4

コール・ローン等、その他 55,403 15.6

投資信託財産総額 355,402 100.0
 
 
 

 

― 26 ―

05_680380_添付ファンド_10pt.indd   26 2017/07/21   9:37:50



品 名：90003_154024_015_03_マネー・プール マザーファンド_660938.docx 

日 時：2017/2/17 10:47:00 

ページ：5 

 

 

― 5 ― 

マネー・プール マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年１月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 355,402,840  

 コール・ローン等 55,403,013  

 その他有価証券(評価額） 299,999,827  

(B) 負債 192  

 未払解約金 112  

 未払利息 80  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 355,402,648  

 元本 353,746,538  

 次期繰越損益金 1,656,110  

(D) 受益権総口数 353,746,538口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,047円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 240,621,739円 

期中追加設定元本額 527,320,395円 

期中一部解約元本額 414,195,596円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0047円です。 

○損益の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 446,914  

 受取利息 465,423  

 支払利息 △   18,509  

(B) 有価証券売買損益 △  511,500  

 売買損 △  511,500  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   64,586  

(D) 前期繰越損益金 1,192,125  

(E) 追加信託差損益金 2,478,977  

(F) 解約差損益金 △1,950,406  

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,656,110  

 次期繰越損益金(Ｇ) 1,656,110  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 

 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 為替ヘッジあり 99,642円 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 円高ヘッジ・円安追随型 99,642円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2013-12 99,582円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-02 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-03 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-04 99,562円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-09 99,553円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03 99,523円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 1,692,054円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,008,738円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 63,697円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 6,316,452円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 7,175,109円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,982,652円 

マネー・プール・ファンドⅣ 1,144,801円 

マネー・プール・ファンドⅥ 225,471,608円 

マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,338円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823円 
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マネー・プール マザーファンド

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 26,506,066円 

米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999円 

トレンド・アロケーション・オープン 997,308円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型 99,561円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682円 

国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997円 

リスク・パリティαオープン 995円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 12,682,871円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 23,799,047円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979円 
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956円 

米国成長株オープン 996円 

世界CoCosオープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型 9,952円 

合計 353,746,538円 
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